
NQ■ ●EB

1988 DlLAV

日本ヒマラヤ協
OF」 APAN

メ ´｀
ラ考γtt THE

iSSN 0385-5457■日1発行

'

‐
一
―

■
一
一

，
■
―

一
―

一

●

．■

・
■

饉
躊
籠

″″″

‐́

，

，

~｀い
、ヽ|.

.,電
鑢    ‐

11｀ ..___、

椰r,‐ |‐



昭和63年度通常会員総会のお知らせ〃

日本 ヒマラヤ協会昭和63年度通常会員総会を下

記により開催いたします。

ご承知のように、総会は本会の最高意志決定機

関でありますので、会員の皆様には万障繰り合せ

のうえ出席 くださるようお願いいたします。

なお、やむを得ず欠席される場合は、定款の定

めるところにより、委任状を必ず提出されるよう

お願いいたします。 (委任状は、別途送付いたし

ました料金受取人払はがきをご利用 ください。

5月 15日 までに必着するようお願いいたします。)

言己

1.日 時 昭和63年 5月 28日 日午後 1時 00分

2.場所 シチズン 。ボール会議室

(東京都新宿区高田馬場 4-27-29)

fD 03-363-2211

(HAJル ーム前 )

3.議 事

(1)議案第 1号

(2)議案第 2号

(3)議案第 3号

(4)議案第 4号

(5)議案第 5号

昭和62年度事業報告について

昭和62年度収支決算について

昭和63年度事業計画について

昭和63年度収支予算について

会員の除名について

4.その他

ヒマラヤのマッターホルンとも云われ る秀峰マチ ャプチャレ (6,993m)

は、眺める位置によっていろんな山容を見せて くれる。南壁の C2付 近か

らは平凡な山容 となって眺め られ る。

(群馬県冬期アンナプルナ I峰登山隊 )

ヒマラヤ NO.■ ヨ日

1.PEOPLE Jean COUDRAY

2.冬期アンナプルナ南壁への道 八木原園明

11.MOURNING― 斎藤安平― 渡 辺  斉

13.ヒ マラヤ 0ニ ューース<地域ニュース・インフォメーション>

15.1987年 パキスタン登山隊

19.ソ 連山旅への誘い

22.一枚の地図から

24.寸感・ 事務局日誌

山 森 欣 ―

1表 綺写真



PEOPLE JEAN COUDRAY

UIAA(Union lnternationale Des Associ一

ation D'Alp面 sme、 国際山岳協会連合)は、1932

年 8月 27日 にアルプスを舞台とするヨーロッパ諸

国の山岳共同体として結成された団体である。其

の後、半世紀以上の歴史を重ねる中で徐々に加盟

団体の輪は世界に広がり、現在では44ケ 国から49

団体が加盟する国際団体となっている。

UIAAは 、登山と云うスポーツが国境を越え

た自由で且つ円滑な活動が出来るように、国際間

の諸問題を相互協力に基づいて解決することや、

登山技術の向上、登山用具、登山医学、自然保護、

その他あらゆる諸問題の解決・研究・改善・普及

・教育等を行うことを目的としている。

現在、UIAAに は安全委員会、遠征委員会、

医学委員会、自然保護委員会、登山委員会、青年

委員会と云った 6つの専門委員会が常設されてお

り、それぞれ委員会規約にのっとって活動してい

る。

ジャン・コードレイ氏は遠征委員会 (Expedi―

tiOn Commitee)の 委員長である。

遠征委員会の活動は、遠征隊の希望に沿う情報

収集とその提供、遠征隊を受入れる国と送り出す

国の相互理解、遠征のための必要な交渉と問題発

生に対する公式な助言、情報交換……等を目的と

して運営されている。

今、遠征委員会では、①遠征隊のマナー、②遠

征隊からのレポート収集とその情報提供、③アル

パイン・スタイル及びライ ト・エクスペディショ

ンの定義、④若いヒマラヤニス トの養成、⑤遠征

隊を受入れるヒマラヤ諸国との関係、③環境汚染

で問題のある山のクリーニング遠征、⑦ヒマラヤ

での レスキューと保険。 と云ったテーマを中心に

活動を展開している。

ジャン委員長は、「今の遠征隊は、いかにスポ

ンサーをみつけてお金を集めるかにばかり気を使

って、登山の根本的な事が忘れられている。 目的

の山に対してはそれに合致するメンバーや装備を

よく検討すべきであり、日標に対 して過剰な装備

や資金は控えるべきである。また、良い記録や成

功を望むためにいろいろな手段が用いられるが、

それ らの手段が欺満的なものであってはならない

し、また、どのような戦略、戦術を採ろうとも安

全対策が一番尊重すべきである事を忘れてはなら

ない。」と語る。

現在、遠征委員会で検討されているアルパイン

・スタイルやライト・エクスペディションの定義

については、「最近の山岳雑誌や新聞等でこれら

の用語が頻繁に用いられているが、その定義が明

確でないために真実で正確な報告が伝わりにくく

なっている。 この定義づけの目的は、決 して登山

者を不可能なものに挑戦させたり、山に於ける競

争を激化させるためのものではな く、登山がいか

に実行されたかをはっきりさせ、登山者が情報を

正 しく判断できるようにするためである。」と語る。

ネパールのマナンに在る登山学校で 3年間、シ

ェルパなどの現地指導に当られた氏は、「若い人

達にもヒマラヤで遠征登山の研修を行ってもっと

もっと若いヒマラヤニス トを養成 してみたい。」

と語り、また「若い人達には煩わ しい思いをさせ

ないで、アルプスヘ出かけるような気持で行ける

ように手助けをしたい。」 と抱負を語る。

ジャン・ コー ドレイ (45)

1979年 K2(8,61l m)南西稜

1984年ャルン・カン (8,505m)南 東クーロワ

ール等、 15年に亘る豊富な遠征経験を持つ。

現在は、フランス国立登山スキー学校 (ENS
A)の教官を務める。
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は じめ に

私共、群馬県冬期アンナプルナ I峰登山隊は 1

987年 12月 20日 午後 3時 17分、冬期アンナプルナ

を南壁ルー トより4名が登頂に成功することが出

来ました。

ただ何とも口惜 しく、残念なのは登頂に成功 し

た小林俊之君と斎藤安平君の下山中の転落死亡事

故です。二君には勿論、残された御家族の方々に

も誠に申し訳なく思っております。

然し、今回の南壁登山は世界のヒマラヤ登山史

の中で、冬期 8,000m峰の岩壁登山の成功と云う、

先駆的な 1ペ ージを彼等自身が自らの手で切 り開

いたことは間違いの無い事実であります。

このことについて、私共は 2隊員を失ったと云

うことで完璧な成功を成 し得たとは勿論考えては

おりませんが、全てが相殺されてゼロになるわけ

では無いことも確信しております。山田、三枝の

2隊員は無事生還 しております し、全隊員で闘か

いとったものですから。

冬の 8,000m峰の岩壁と云う極限の世界で闘か

いとった事実、また小林、斎藤両君のような事故

も起り得ることは過去の登山史の中でも、また身

近なところでも見聞きしております。

だからこそ私達は生活を賭け、色々なものを捨

て、文字通 り生命を賭けて困難なヒマラヤの山々

▲ アンナプルナ南壁の全容 The sOuth face of Annaurna I

を登り続けていると云うことでもあります。

小林、斎藤両君を失ったことは厳粛な事実とし

て、残された私達が受け取めなくてはなりません

が、兎に角「困難に打ち勝って登った」と私自身

が云わなくては彼等も、また第 2次アタック隊と

して C3に控えていた隊員達も救われないと考え

ます。

群馬の冬期巨峰への系譜

アンナプルナ登山の報告にあたり、先ず本登山

のいきさつから申し上げたいと思います。

1978年秋、田中成幸 (現群馬岳連理事長)を隊

長として、ダウラギリI峰南東稜の初登攀に成功

した私共群馬岳連は、海外登山研究会を中心にし

て「次」を模索していた。

そ して次もやはり「 8,000m峰」の「バリエーシ

ョン・ルート」とし、時期も1983年 の群馬で開催

される「あかぎ国体」後と定め、日標の山とルー

トの選定に入っていた。

そのためのメンバー養成も考え、1982年秋のカ

モシカ同人によるダウラギリI峰北壁ペアー・ル

ー ト隊に岳連会員 9名が参加 した。後に私達と多

くの登山を続けるようになった斎藤安平を入れる

と、18名 中、10名 と云う事になる。

このダウラギリI峰北壁登山は、1975年のⅣ峰、

1979年の I峰、Ⅲ峰、V峰の縦走成功により、次
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に I峰 (主峰)を登ることにより、「カモシカ同

人によるダウラギ リ山群の全山登頂」と云う目論

みの大きなステップとして計画されたものであっ

た。

参加 した者は、石川忍、宮崎勉、松永幸雄、山

田昇、鈴木繁、阿久沢芳雄、金井敏夫、佐藤光由、

斎藤安平と八木原の計 10名 である。 そして、山田

昇、斎藤安平、小松幸三が登頂し、小松は I峰か

らV峰までの登頂を果たした。

冬のアンナプルナ南壁登山計画は、27日 間で、

過去 9隊が退けられ続けていた北壁・ペアー●ル

ー トの初登攀に成功 した帰りのキャラバンの初日

に始まった。

ネパール政府は冬期登山の解禁を発表したが、

その中で早 くも、ポーランド隊が恰も政府を押し

切 ったような形で、1979年 (12月 31日 にBC建設)

から80年にかけての冬にエベレス トヘ行き、 2月

17日 に為遂げて しまっていた。ポーランドはこれ

まで、1973年にヒンズー・クシュのノシャック、

74年にローツェと既に冬のヒマラヤ登山の実績が

あった。

翌年冬には植村直己を隊長とするエベレス ト隊、

アラン・ラウス隊長らのエベレス ト西稜隊、坂下

直枝の単独によるアンナプルナ北面他、幾つかの

冬期登山が試みられたが、何れも寒気、烈風等に

より退けられてしまった。

これらにより、これからのヒマラヤ登山の潮流

が、より自然条件の厳 しい「冬期」に大きく向う

であろうと考えた私共は「 8,000m峰」の「バ リ

エーション・ルー ト」からの登頂、に『冬期』を

加え、この 3つの大条件を前提に計画を練り直し、

推進することにした。

冬の厳 しさは、8,000m以 下には余り無く、8,0∞

mを超えた山にしか本当の冬の厳 しさは無い。そ

れは其の後の登山を含めてであるが、殆どの隊が

7,000m台までは比較的短時日のうちに容易に到達

していることからも証明されている。 (註 :1)

冬への潮流は既に大きく動いており、私共のペ

アー・ルー ト登山の数ケ月後に来る冬にも日本隊

だけで 3隊の計画があった。

1つは山田昇を隊長とする日本 ヒマラヤ協会隊

がマナスルヘ、ダウラギ リI峰のノーマル・ルー

卜である北東稜へは北海道大学隊、そしてエベレ

ス トヘは加藤保男を隊長とするイエティ同人隊が

日本人による冬期初登頂を狙って先陣争いに入ろ

うとしていた。

そして1983年～84年冬の冬期エベレス ト登山隊

に副隊長として参加することになっていた宮崎は、

クーンプでの冬期エベレス トの観察を止め、鈴木

繁と共に加藤隊へ現地参加することになった。

話を戻 して、ペアー・ルートからのキャラバン

の初日、エベレス ト南西壁、ローツェ南壁、マカ

ルー北西壁、ダウラギ リ南壁等の候補の中から、

アンナプルナ I峰南壁にしばり、カ トマンズでの

登山隊解散後に阿久沢、金井、佐藤に偵察させる

ことにした。

アンナプルナにした理由は、前三者は余りに困

難が予想され、当時考えられた群馬のメンバーで

は余りに荷が重すぎると思われ、ダウラギリは過

去、群馬岳連でⅣ峰と I峰、カモシカ同人で私達

が参加 してのやはりⅣ峰とI峰 と登っており、「ま

たダウラギ リか」と云う感 じが強 く、 この山群か

ら離れたかった。

そして私自身が隊長となるのであれば、なおの

こと成功率の一番高いアンナプルナの南壁とし、

その中でも最も可能性の高い、ボニントン・ルー

トとしたかったのである。

冬に長いルー トを時間をかけて も登るためには、

ジェット・ス トリュームの風の影響を受けない「内

院で形成された山」が良いであろう。雪もそれ程

は降るまい、と考えた。

そ してその年の冬期登山は、山田のマナスルで

は隊長である山田自身が登山活動初日にヒドン ,

クレバスに転落して足首を骨折 し、自身の活動が

-3-
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▼ Camp l(5,300m)

不能になってしまった。挙句にアタックに出た隊

員のうち 1名が、強風などにより登頂を断念して

の下山中に転落死 して不成功となった。

宮崎の参加した加藤保男隊では、小林利明とア

タックに出た加藤が単身登頂して春、秋、冬の 3

シーズン登頂に成功したものの、合流 してのビヴ

ァーク中に小林隊員ともども行方不明になってし

まい、北海道大学隊のみが完全に登頂成功と云う

結果であった。

然し、この北大隊の成功には少し釈然としない

ところがあった。と云うのは、秋のうちに通常の

登山隊のBCを「 レス ト・キャンプ」 と称し、そ

の上のアイスフォールを越え、ベース・キャンプ

を 6,000m近い、5,940mと 云う高所である北東コ

ルに設けての登頂と云うことであった。

このBCの位置については、以前にもネパール

人を雇用する場合の保険や賃金、装備の支給の間

題などとからみ、多少の論議がされたことがあっ

た。

規則がある訳ではないので、自分達で「ここが

BCである」と云えば、荷上げ量の一番多い下部

のキャンプに、そう云った名目でのシェルパを雇

えるのではないか、と云うものであった。然し、

それも常識論の中で認められることな く消えて行

ったと云ういきさつもあったのである。

1983年 12月 、カモシカ同人によるエベレス トの

南北同時登頂計画には、南側に宮崎が副隊長、山

田が登攀隊長、鈴木が隊員として参加 した。

北側には三枝照雄が隊員、斎藤安平が撮影隊員

として参加、北側は登頂出来なかったが、南側の

山田が冬のエベレス トに登頂を果たした。他には

尾崎隆、村上和也、ナワン・ヨンデンが一緒に登

頂をした。

この登山で戦略家としての宮崎の評価が日本国

内で定着 したと云って良いであろう。

これらの冬の経験を踏まえて、1984年～85年に

私共がアンナプルナの南壁へ挑んだのであった。

(註 :2)

その時の反省点としては、失敗の最大の理由と

しては人為的なもの、つまり隊員の力不足、気力

不足であり、その他に数度に及ぶ大降雪、シェルパ

に関する不運な事故も災いしたが、シェルパの人

選の失敗などであった。

失敗したとは云え、技術的には決 して登れない

ルー トではない、と強く感じた私共は近い将来、

必ず雪辱を果たそう、と決意新たに準備に入った。

1985年 2月 に帰国 した私に持ち込まれたのが、

「植村直己物語」のエベレスト撮影隊長の話であ

った。

ヒマラヤ登山を成功させるには、 ヒマラヤ登山

をより経験させることが最も必要であると考えて

いた私は、隊長を引き受け、宮崎、山田らと共に
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アンナプルナ南壁へ続く群馬岳連会員中心のエベ

レス ト撮影隊を組織 した。

宮崎副隊長、山田登攀隊長の鉄壁の布陣、隊員

が名塚秀二、三枝照雄、佐藤光由、小林俊之とカ

メラマン助手の斎藤安平を入れての撮影登山隊は

カメラマンを含む11名中、 8名が岳連会員と云う

構成となり、私の思惑通 りの結果を得ることが出

来た。

カメラを持たせたシェルパが酸素器具の不調で

途中下山 したため、頂上での撮影は出来なかった

ものの、 7名がエベレス トの登頂に成功 した。そ

のうちの 5名が群馬岳連の会員であり、やはり酸

素器具の故障で惜 しくも登頂を逸した斎藤は南峰

直下まで行き、下降して しまった。

当時19歳の群大生であった小林には登頂のチャ

ンスを与えなかったが、約 8,000mの サウス・コ

ルまでは睡眠中の酸素使用のみで 2度到達 し、立

派に任務を果たしたのであった。

若く、まだ経験の浅い彼が、いくら酸素を吸っ

たとは云え、自分一人の力で登り、確実に帰るこ

とに不安があったからであった。

(註 :1)(社 )日 本山岳協会刊「第24回 海外登

山技術研究会報告」の「冬期ヒマラヤ 8,000m

峰登山隊」 リストのサマ リーを参照されたい。

(註 :2)群 馬岳連報「ねろ」 23号、 25号 、「山

と漢谷」 588号 、報告書 ANNAPURNA等 を

参照されたい。

冬のアンナ南壁を15日 間で″

宮崎は前回のアンナプルナ登山の反省の上に立

ち、迅速かつ悪天候にもつかまらずに、安全に登

るためのタクティクスを再考、再構築をした。

眼目は登山期間を15日 間前後とする短期速攻で

ある。冬のアンナプルナの南壁を15日 間で登る。

と云うのは、全隊員が全て足並の揃った豊富なヒ

マラヤ登山経験者では無いだけに、やはり大胆な

計画であったと云えるであろう。

然し、一番の問題である天候のことを考えれば、

先ずこれを大前提とすべきである。我々の経験と

実績をもってすれば可能であるとする宮崎は、そ

れを達成するための方策として、先ず充分なる高

所順応計画を立てた。

もう一つは、BCを もっと南壁に近づけ、キャ

ンプ数を減らし、なお且つたとえ降雪があっても、

安全に長期戦にも耐えられる地点へのキャンプ建

設であった。

前回の経験者達からは、C2～ C3間 の標高差

があり過ぎるのではないか、と云う意見も出され

たが、宮崎はそれを押し切 り、可能である、と断

じた。実際にそれは成功への一要因となった。

前回は7,700mの第 6キ ャンプをアタック 。キ

ャンプとする予定であったが、さらにキャンプを

1つ減らし、同地点を第 5キ ャンプとするもので

ある。

初登攀を為遂げた1970年のボニントン隊は、そ

こを第 7キ ャンプ地点としていたのである。キャ

ンプを 2つ 減らすことになった。

12月 前半と云うのは、11月 からこの頃までが 1

年の うちで、最も天候の安定する時期であり、厳

密に考えれば、冬期登山ではない、とする私共の

印象は拭い去れない。

然 し、現段階としては、 1月 、 2月 の冬の真最

中の登山はより困難すぎるため次の厳冬期登山の

ワンステップである、と云う考え方であった。

L 2 zYU L C2 The Varaha Shikhar
(Fang) viewed from Camp 2
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Y C2h\6LHl tfre upper route of Camp 2

クリス・ボニントン著「アンナプルナ南壁」を

読み、前回の経験の上に立ては、無駄な装備など

を準備することもない。それらを十三分に検討 し

た上での宮崎の戦略であった。

それでも慎重の上にも慎重を期 し、15日 間で完

登出来なかった場合、二月までズレ込むことも考

慮に入れ、 2月 中旬までの食糧を用意し′も

長びくと云うこの理由は降雪にや られる、と云

うことである。 ロープや登攀具が雪に埋没し、使

用不能になり、ルー トエ作のやり直しを迫られる

可能性があるため、倍の数量を用意 した。

前回も今回も、私は隊員達にこう繰り返して云

い続けてきた。「我々は1970年 当時のボニントン

の卒いたイギ リス隊と較べれば、 ヒマラヤに於け

る経験と実績は、彼等とは比較にならない位、上

である。 しか も寒気は多少ゆるいか も知れぬが、

彼等は冬とは比較にならない程の降雪量に苦しめ

られながら、春に登っている。それ らを考え合わ

せれば、我々に登れないはずがない」と。

事実、ヒマラヤ登山隆盛への緒についたばかり

の当時のイギ リス隊のヒマラヤ経験は、と云えば

ボニントン隊長のヌプッェとアンナプルナⅡ峰、

ドン・ウイランスのマッシャーブルム他の 3回程

で、延べ 10回 に満たないものであった。

勿論、あの時代にヒマラヤ登山の鉄の時代と云

う新しい時代を開く登山隊に参加するような登山

家である。例えば ドゥガール・ハス トンのような

アルプスその他の困難な登攀の経験者ではあった。

私共の側は今回の場合、星野総隊長と藤田ドク

ターを除 く12名の経験は、マッキンリーやアルプ

ス、中国の奥地など他を除 くヒマラヤ地域だけで

延べ60回を数える。

17年 と云う年月が過ぎた今、初登攀時のロープ

やハーケンが使えるわけではない。その意味では

技術的な困難性に変わりはないが、コロンブスの

卵ではあり、彼等の登山を参考に出来るし、岩場

に残るロープなどがルー トを教えてくれる。

基本的にはイギリス・ルー トに拠る登山であり、

自らの目や考え方で全ルー トに登攀のラインを引

く必要はない。その分だけ楽で、易しいとも云え

る。

群 馬 モ ン ロー主義
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私は何年位前からか、かなり「群馬」を意識 し、

群馬にこだわってヒマラヤ登山を続けて来ている。

私はそれを「群馬モンロー主義」と云っている。

何故 ? と云う程のものでもない。兎に角、私

自身が群馬に住み、群馬に取り敢えず生きている

からである。ごく近場、身近にいる者でチームを

作れば、コミュニケーションがしやす く、準備も

やりやすいからでもある。

ナショナリズムを小さく地域化 したようなセク

ショナ リズムとも少 し違う。

然 し、群馬県人や群馬岳連だけの レベルで考え、

実践 しても、そのレベルから脱し得ない。 もっと

広い視野でモノを見なくては、井の中の蛙ならぬ

「群馬の中の蛙か 、お山の大将」になってしまう。

世の中には自分よりずっと優れている人達が数

多 くいる。登山の世界で云えば、経験豊富な優秀

な登山家、我々には考えられないようなアイデア

を出す人、戦略家、交渉ごとにたけている人、オ

ルガナイザー、学者・研究者、批評家などなど。

それ らの人々に直接、接したり、一緒に登るこ

とにより、刺激、触発 され、学び、教わりながら

の実践が出来る。本を読むだけでは不充分なとこ

ろは補えない。生身の人間からは生きた考え方を

聞 くことも出来るか らだ。

いくら恵れた環境とは云え、群馬岳連隊をそう

度々短期間のうちに派遣出来る訳ではない。 自分

達の身近な範囲や頭の中だけでは自ずと限界もあ

る。

そのために私は、私自身が群馬県以外の登山隊

に参加する場合、必ず他の群馬の人間を誘って一

緒に参加して来た。私自身が参加 しなくとも、参

加を勧めた。特に日本 ヒマラヤ協会やカモシカ同

人などがそれである。

これらの登山隊への参加は、自分達ではとても

持ち上げることの不可能な大きな計画や特殊な地

域での登山や探検を可能にして くれた。 この事は

群馬のヒマラヤ登山のレベル・アップと活動の幅

を広げることに非常に大きく貢献 した。

山肖峻 の南 壁 に 向 けて

本隊の木村、阿久沢、神戸、弥野、そして私の

5名は10月 29日 、カ トマンズに到着 したが、空港

での荷物のチェックは厳 しく、時間がかかった。

これは11月 2日 ～ 4日 までの 3日 間、南アジア・

サ ミット会議が開催されるためのものであった。

こうした厳戒体制の中で、先発隊の 6名は、入

手困難であったプロパ ンガスの充填や品不足の灯

油、砂糖の購入を素早 く済ませ、梱包作業まで終

了させて しまっていた。経験者ならではの早業と

見た。

サ ミット前から、 トラックやバスの市内乗 り入

れ禁止措置が取られていたが、特別通行許可証を

取得 したり、出発前の準備は、まさに八面六臀の

彼 らの活躍で終了 した。

其の後、キャラバンのスター ト地であるポカラ

に順次集結 してキャラバンを開始 した。
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ロックバンド (7′ 300m付近)の 登攀

▼ Climbing of Rock Band at 7′ 300:γ l

第 1陣は47名のポーターと共に11月 3日 に出発。

第 2陣は約80名 で 4日 に出発した。然 し、例年こ

の時期は気候的に最適の トレッキング・シーズン

のため、外国人 トレッカーが多く、ポーターをつ

かまえにくい時期でもある。

先発の宮崎副隊長が一度ポカラヘ飛び、手配を

しておいたために、 ここまで集 まったので あ る

が、その後が思うように集まらず、わかれわかれ

の出発となった。

キャラバンは5日 間の行程でマチャプチャレB

Cに致り、ここを第一の荷物集積地とする。

マチャプチャレBCか ら前回のBC(4,200m)

までは、ポーターに 1個で 2個分のお金を払い、

食事と靴を支給することにした。

そして、この間の輸送のめどがついた段階で、

次はさらに奥に建設する新 BC(4,300m)への輸

送を開始 した。 この間のポーターにはさらにサン

グラスが必要となる。 ともあれ、我々の高所順応

訓練中の20日 までに新 BCへの荷上げはほぼ完了

した。

高所順応 トレーニングは11月 13日 から始まっナぉ

テント・ピーク (5,666m)へ 登るためにキャンプ

を 3つ出して順繰りに宿泊 し、身体を高所に馴す

ように計画された。体力づ くり、スピー ドづ くり

をも目的としたため、荷上げ、荷下げも隊員のみ

で行なう。 この高所順応 トレーニングで、延べ30

人がテント・ピークヘ登頂を果たして、所期の目

的は達成された。宮崎副隊長のしつこいほどに念

を入れた高所順応計画は大成功であった。

22日 のベースキャンプ・オープニ ングセレモニ

ーの後、星野総隊長一行はBCを離れた。

24日 からはフルーテッド・ピーク方面での高所順

応 トノーニングと本番ルートの偵察に出発する。

順応ツァーも2度目。自分達で全ての道具を持

って出発する。テント・ピークより高い場所に泊

まり、さらに高い所まで到達 し、身体の高所への

順応を図ろうと云うものである。

ルート偵察隊は宮崎副隊長、神戸、弥野が行 く。

氷河の状態は 3年前よりは良さそうである。それ

で もクレバスや氷塔をぬってルー トを探す。

3年前のClに泊り、探す。初 日は氷河の左寄

りに入ってみるが、大きな段差やクレバスに阻ま

れて不可育亀 2日 日、今度は反対側に回り込むと

良いルートが見つかる。ズタズタに荒れているア

イスフォール帯が終わった台地の上に出られた。

上部から氷の崩落の跡が見られるために、それ

を避けられる氷の小山の下の平らな部分をCl(

5,300m)設 営地と決定する。

順応 トレーニング・チームも、約 6,000m地点

まで登り、下山した。

12月 1日 、いよいよ登山開始。ルー トは先日確

認 してある。 シェルパは13人が各20k9、 隊員は 3
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人はCl入 りのため個人装備のみであるが、 9人

が各15k9ずつで 1日 400k9を 超す荷物が上がって

しまう。 3日 も続けると大半の荷物が上がる計算

である。

初日にして Clが設営され、山田、斎藤、小林

の 3人が入り、午後にはC2へのルー トエ作を開

始する。

3日 、山田パーティは先行 して C2へのルー ト

を完成させ、す ぐ後からC2建設隊と移動隊が続

く。 12時の交信でルー トエ作隊はC2予定地直下

に達している。後続も順調に登っている。 これで

同日建設が可能である。予定通りに進む。

ところが、好事魔多しとかで、 13時45分、南壁

にかかっていた氷崖が ドーンと云 う音響とともに

崩れ落ちて来た。

雪崩は本流から外れていた。本当に幸運であっ

た。本流はClの左手約数10mの所を流れ、雪と

氷が一本の尾根をつくり上げていた。

もし、本流に当たっていれば、そこにいた日本

人 4人、シェルパ 6人はだれ 1人 として助からな

かったはずである。

Clには、その日、張り足された 2張 りを入れ、

▲ 7′900m付近の雪稜 Ascending the snow
ridge at 7,900m

7,700m付近を登るアタック・ メンバー
▼ Ascending the Slopes at 7′ 700rn

6張 りのテントとCl以上で必要な装備、食糧の

90%以上が荷上げ済みであった。それらの大半が

雪崩の爆風により飛ばされてしまっていた。テン

トに人が入っていれば大惨事であった。

す ぐ下には大きなクレバス数本が口をあけてい

た。深淵にのみこまれて しまった物質のほとんど

が回収不能と判断された。

とにか く、この夜 Cl付近に泊まる隊員 9人と

シェルパ 9人の必要なものだけを回収 し、一段下

がった安全なところへ移動する。

夕方 6時過ぎ、 C2へのルー トエ作隊、建設隊

がC2(6,100m)を建設 して戻って来た。

Clは壊滅的打撃を受けた。登山の続行 も危ぶ

まれる状況であった。

4日 、 C2に入った名塚、三枝、佐藤はC3ヘ
のルー トエ作をすることにし、他は全員で装備類

の回収とキャンプの移動に当たることとする。午

前、午後と回収作業をするも余 り多 くは望めなか

った。

5日 、 C2への荷上げを再開する。登山の停滞

は許されない。幸い天気も回復 した。良い天候は

我々の気持ちもやわらげ、上向かさせて くれる。

Clでの残品のチェックとBCの在庫品の数量を

チェックし、何 とか登山続行のめどをつける。

よ くもあれだけの装備類を紛失 しながらも短時

日の うちに登山が続行できるところまでこぎつけ

たものだ。 自分たち自身で感心するほどである。

勿論、それにはショックを克服 し、不便はガマ
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頂上か らダウラギ リ山塊 を眺める
▼ Panora面c Viewed of Dau!agiri Himal frOm Summit

ンをし、また互いに融通 し合いながらの結果では

あるが。

災いを転じて福となさねばならない。諦めて し

まってはおしまいである。

この日のルートエ作も順調に行った。名塚ら3

人が雪崩現場の惨状を見なかったことも幸いして

いると思う。明日もう1日 で、 4～ 5本のロープ

を固定すればC3地点 (前回のC4)に 到達でき

そうである。

前回よりは10日 間以上 も早いスピードである。

6日 、ルートエ作隊の名塚 ら3名は、C3地点

(6,850m)に 到達。然 し、この日は佐藤がキャン

プ設営中に左足に落石を受け負傷するアクシデン

トに見舞われた。幸いケガの方は打撲程度で済み、

BCで 5日 間程体養するだけで復帰することがで

きた。

翌 7日 、C3を 50m程下部に移動 し、隊員は滞

在せずにC2へ下降した。

10日 、C3(6,800m)を正式に建設する。

11日 の午後から翌12日 の昼頃まで南壁一帯は大

量の降雪に見舞われ、 C2で約 lm、 BCで40m
の積雪となった。

南壁の 7,000m～ 7,400mに かけては、脆く、

しかもほぼ垂直に立っている岩壁帯が立ちはだか

り、くの字 リッジ、三角雪田、フラットアイロン

と云った難所が続 くが、ここは名塚、三枝、小林

■ヽ、~ヽご
―. ||、

の若手隊員が力を発揮 して頑張ってくれた。

17日 、 C4(7,400m)を建設。

続いて翌18日 から19日 にかけて、 7,700mの ミ

ニ・ロックバンドの上部まで 8ピ ッチ半のルー ト

エ作が完了し、翌日のアタックを決定する。

第一次アタックに山田、斎藤、三枝、小林の 4

名を選び19日 、C4に入れる。

万全の高所順応をし、絶対の自信をもって登山

を開始 した訳だが、ここに至るまでにはヒマラヤ

登山で考えられる雪崩、落石、降雪、クレバスヘ

の転落等高所障害を除くあらゆる障害が起った。

それらを乗り越えてのアタック態勢の完了であっ

た。

12月 20日 、いよいよ登頂の朝を迎え′も

アタックの朝のC4はマイナス40度、無風、快

晴であった。

午前 3時 40分にC4を 出発 した山田、斎藤、三

枝、小林の 4隊員は快調に登攀を続け、 14時40分、

頂上稜線に飛び出し、15時 17分、 3名が登頂、斎

藤隊員が少 し遅れて登頂し、下山を開始 した。急

な雪壁を下 り終えたところで魔の瞬間が訪れた。

エベレス トに登頂出来なかった無念さを晴らし

た小林君の登頂を、次代う担う若者の誕生と喜こ

び、「気をつけて下れ」と伝えた言葉の空 しく、

アンナプルナの大岩壁に彼は消えてしまった。

頂上から「ありがとうございました」と繰り返

-10-



赳 IV10URNING
好漢・斉藤安平、そんなに急いでなぜに逝く。

渡 辺   斉

し送って来た声が今も忘れられない。

小林君の転落を目撃 していた山田、斎藤隊員は、

現場やその下を捜索するが、切れ落ちた岩壁を見

通すことが出来ず、再び下山を開始 した。

C4へあと数10mの ところまで固定ロープを伝

って下っていた斎藤君は、迎えに出た三枝隊員と

言葉を交わしていたが、小さな声とともに転落し

て しまう。

斎藤君ほどのヒマラヤ登山の経験と実績のある

登山家の事故だけに信ずることが出来なかった。

彼等の死は厳然たる事実である。然 し、 ヒマラ

それにしても、昨日アンナプルナ I南壁 Clを

襲ったブロック崩壊雪崩は、すさまじいものだった。

ガラガラと音をたて、大きな氷塊の数々が、真

上から落下 しはじめた。 それに気づいたシェルパ

達が、顔色を変え、全力疾走で右下方セラックの

陰へ逃げ出した。 BCか ら荷上げでClへ到着した

ばかりの私達も無我無中で走って身を伏せた。た

った 2m程の高さしかない小さな白い屏の陰へ。

静かな昼下りの空気を断ち割る爆風。異様な音。

本気で息の根を止められて しまいそうな長い時を

感じながら、ようや く吸える息。雪ダルマが、そ

っと立上って視界の効き始めたClを見る。無い、

無いのだ。天幕も、積み上げてあったプラパール

箱も。おびただしい山程のロープ類も。埋ったか

なと、思いながらも、首を廻 して後ろを見ると、

50m程下の大きなクレバス帯に点々と。Ctの全て

が飛び散ってしまったのだった。この無残な光景

を見て、ようや く我に返った。

一夜明けて今日、再び、水野君 (静大山岳部員)

と二人で、BCか らClへ緊急補給資材等の一部を

荷上げする。八木原隊長は、Cl再建を期し、新設

Clの 中央で仁王立ち。宮崎副隊長、安平ちゃん達

は、昨日の現場でクレバスヘもぐって、食糧、器

材の回収中との早。やがて彼等が回収器材を背負

ヤの 8,000m峰の3,500mも の大岩壁を、彼等を含

む私共が登り切った事実は消えるものではない。

私共は決して彼等を忘れることはない。 そして

山を登り続けます。

群馬県冬期アンナプルナ I峰登山隊

総隊長=星野光 隊長=八木原囲明 副隊長 =宮

崎勉 登攀隊長=山田昇 隊員=斎藤安平、名塚

秀二、木村文江、阿久沢芳雄、三枝照雄、佐藤光

由、神戸誠、弥野光一、小林俊之 医師 =藤田俊

樹

って戻って来た。

『なかなか、ようやってくれますわい』 と安平ち

ゃん。『きつい冗談 も、これが最初で、きっと最

後ですよ』と私。『それにしても、ようきれいに

飛ば したもんだ』。 『あまり順調にロープが延び

ているんで、チ ョッピリからかってみたかったん

で しょう』。 是非ガンバッテチョーよ、と言って

手を交 して別れた。

安平ちゃんの手は、スリムな風貌に似ず、意外

にも大きく、厚 く、ごつかった。

50m程下って振り返ると、こばれるばかりの自

い歯の安平ちゃんが、末だ見送って くれていた。
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冬の薄い陽差しは、南壁を下から上へと駆足で

移り過ぎていく。 12月 4日午後 3時 30分、これが

彼との最期の別れになろうとは………。

私と安平ちゃんとの出会いは、 7年前の昭和56

年の暮れ、黒部内蔵助平での末明の朝であった。

彼等、名古屋山岳会の 2人パーティは、昭和57年

正月期を利して、八ツ峰末端から主稜縦走へ。私

達武蔵之國山岳会の 4人パーティは、前鋼右尾根

を目指していた。彼等の天幕の横を通 りしな、朝

の挨拶を交 したのがそれだった。彼等は、ものす

ごい速さで鋼を走り抜け、我々は、主稜線へ出て

か ら悪天につかまり、難渋して鋼へ立った。

しかし、この時点では名古屋山岳会のパーティ

に斎藤安平ちゃんがいたとは、知るよしもなかっ

たのである。

昭和60年、ブータンのガンケルプンスムヘの参

加を機に、私はHAJへ 入会した。 しか し、残念

ながら未登を誇るこのブータンの最高峰は登るこ

とが出来ず、次の機会を待つことになった。

昭和62年、再びガンケルプンスムヘ向けて、H

AJが登山隊を組織 した。安平ちゃんは登攀隊長

として参加し、タクテックスを担当し、尾形隊長

を補佐することになった。私も隊員として参加す

ることが決 り、この頃からHAJの 事務所で、安

平ちゃんと言葉を交す機会が多くなった。

彼の第一印象は、 ｀
誠実さ

〃
を先づ感じた。

世界の高峰の数々に足跡を重ねてきたにもかか

わらず、その謙虚さも私には非常 に好感のもて

るものだった。それは現在の登攀者に失われがち

となってきた、登山に対してもっとも大切な、そ

して基本的な、 ｀
山に対しての潔癖感

〃
を感じる

男でもあった。ガンケルプンスムは相手国の事情

で流れ、隊がそのままスライドして 目指したリモ

峰も諸般の情勢で延期となり、安平ちゃんと一緒

する山行は遠のいて しまった。

去年秋、ネパールで安平ちゃんと幾度かおしゃ

べ りする機会があった。大津氏宅で、エキスプレ

スハウスで、イ ミグレーションで。そんな折、彼

が、『サイさん12月 中旬にひと吹きくる風には気を

つけた方がいいです ヨ』と言った言葉が今でも心

に残っている。

あれ程慎重で思慮深かった彼、ファイナルキャ

ンプ手前で一体何があったのか? 満足してしま

ったのか? そうではないでしょう。円熟期にあ

る君には、まだまだやり応えのある舞台が拡がっ

ていたに違いないのだから。

(わ たなべひとし 武蔵之國山岳会々員)

〔斎 藤 安平 略歴 〕

1953年 1月 23日 、岐阜県生まれ。

高校在学中に名古屋山岳会に入会 し、本格的登

山活動を始める。海外登山経歴は以下の通り。

1975年 ～79年  ヨーロッパ・アルプス、モンブ

ラン・プ トレイ山稜全山、 ドリュ・アメリカン・

ダイレクトルート等、約40ル ー トの登攀。

1981年 6月  アラスカ・マッキンリー (6,194

m)南壁カシン・ リッジから登頂

1982年 秋 ダウラギ リI峰 (8,167m)北壁ペ

アー・ルートから登頂 (カ モシカ同人隊)

1983年～84年冬 チョモランマ (8,848m)北
壁 7,800mで断念 (カ モシカ同人隊)

1984年秋 ガウリサンカール (7,134m)南 東

稜から南峰 (7,010m)登 頂 (日 本山岳会東海支

部隊)

1985年春 アラスカ・マッキンリー (6,194m)

登頂 (植村直己物語撮影隊)

1985年秋 サガルマータ (8,848m)南 東稜か

ら南峰直下で断念 (植村直己物語撮影隊)

1985年 冬 マナスル (8,163m)ノ ーマル・ル

ー トから山田昇とのペアーで冬期無酸素登頂 (カ

モシカ同人隊)

1986年 夏 トランゴ・タワー (6,251m)南 東壁

5,800mで断念 (日 本ヒマラヤ協会・ポーランド

合同隊)

1986年 秋 ラプチェ・カン (7,367m)チ ベッ

トの未踏峰の偵察 (日 本 ヒマラヤ協会隊)

1986年 冬 マカルー (8,463m)山 田昇とのペ

アーで南東稜に挑み 7,500mで 断念 (カモシカ同人隊)

1987年 12月 20日 、アンナプルナ I峰 (8,091m)

南壁イギリス・ルー トから冬期無酸素登頂に成功

後、C4手前にて転落。享年34歳。
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≪ 中  国 ≫

チ ベ ッ トで 再 び 騒 乱

前号の「 ヒマラヤ」で「チベット旅行再開へ」

と云うニュースをお知らせ したが、3月 5日 にラ

サで再び「チベット独立」を要求する大規模な暴

動が発生し、不穏な空気に包まれている。

中国チベット自治区ラサ発の中国新聞社電によ

ると、度重なるチベット独立を求める暴動事件の

頻発に対してチベット自治区のラサ市公安当局は、

3月 9日 、反革命扇動罪で指導者の 1人 とみられ

るチベット仏教僧ら3名を逮捕 したとの報道があ

り、今後、当局が独立の動きに対 し、強い姿勢で

臨むことを示 したと受け止められている。

当局の強い姿勢を反映するように、 10日 の国営

新華社電はチベット自治区の ドジェ・ツェリン主

席がさる5日 行った独立派への警告演説を報 じた。

それによると、 ドジェ主席は「少数の分裂主義は、

人民政府の抑制 した辛抱強い教育を軟弱で欺ける

ものとみな し、再びラサで騒乱事件を作り出し、

チベットの歴史的前進を妨害 しようとたくらんで

いる。然し、絶対に放任しない」と語った。 ドル

ジェ主席らは、去る 1月 、独立派のダライ・ラマ

と並ぶ仏教界の有力指導者で、中国当局支持のパ

ンチェン・ラマ全国人民代表大会常務副委員長の

チベット視察を受け入れ、その指示の下で、第一

次暴動における逮捕者の大半を釈放し、さらに外

国人観光客の許可を発表するなど寛大な処置で、

事態を乗り切ろうとしていた。こうした中で、 3

月初旬、チベット仏教祈とう会を開催 し、内外に

情勢の安定ぶ りを示そうとした訳だが、その最終

日に暴動が再発、当局の目論みは消えて しまった。

こうした
｀
失敗

″の教訓が、 ドルジェ主席の発言

につながったものと見られるが、その一方で、 ド

ルジェ主席は騒乱の発生によっても「党のチベッ

トに於ける現行の方針、政策に変更はあり得ない」

と述べている。 これは、開発が遅れているチベッ

トに対して、従来通りの方針で改革を進め、チベ

HITALAYA ilEUSI
ット人の不満を解消する一方で、独立を求めるグ

ループに対して、強い姿勢で臨むことを明らかに

したものと云えよう。 (3月 12日  読売新聞他)

天山山脈で岩画多数発見

約 3千年音の「セックス」を主題 とした大型岩

石彫刻がこのほど中国奥地の天山山脈でみつかっ

た。面積およそ 120平方メー トル。 これだけ規模

の大きな岩石彫刻が発見されたのは珍しい。

3月 17日 の光明日報によると、この岩石彫刻は、

中国 。新彊ウイグル自治区フー トゥビー(呼図壁)

県内で考古学者らによって発見された。県都フー

トゥビー西南約75助の天山の奥まったところにあ

る。岩面は平らで、大小さまざまのかなり規則的

な踊 りをしている数百人の人物が描かれている。

男女の特徴ははっきりしており、大きいのは実物

より大きく、小さいのは10mほ ど。女性は殆ど裸

体で、踊っているか、男の上に折 り重なったよう

なもの、男あるいは猿面人身像と性交しているさ

まを示 している。

ここ数年、新彊では考古学者達がアルタイ山、

天山、昆喬山、パ ミールなどで野生のヒツジ、走

るシカ、狩猟、舞踊、いくさ等の岩石彫刻を何千

とみつけたが、今回の発見は、最も価値あるもの

だとしている。新彊考古研究所の王柄華研究室主

任は、「生殖崇拝をテーマにした、これほど大規

模な岩石彫の発見は、世界で も初めてではないか。

原始社会史、原始人の物の考え方、巫術 (ふ じゅ

つ)と 宗教、舞踊、彫刻、芸術や古代民族史の研

究など広範な分野で大きな科学的価値をもつと思

う」 と話している。この岩石彫刻がつくられたの

は、原始社会後期の父系氏族社会の段階、ほぼ 3

千年昔で、「作者」は恐らく当時、新彊北部にい

た辺境民族であろう、と同研究所はみている。

チョモランマ冬期登頂断念

ウータンクラブ隊

チ ョモランマ (8,848m)冬 期登頂を狙っていた

ウータンクラブ隊 (長谷川恒男隊長ら4名)は、

北東稜新ルートの 7,650mで断念し、 2月 28日 夜、

ラサに帰着した。
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■■IHIMALAYA NEWS
同隊は、昨年 11月 24日 にA・ BC入りした後、東

東北東稜と北東稜のぶつかる8,390mに直上する

クーロヮールにルー トを変更して登山活動を展開

していた。12月 28日 にC・ 4(7,400m)を設営

し、30日 には 7,500mま でルートを延ばしていた

が、其の後、冬の強風等に阻まれ思うようにルー

トは延びなかったようである。

≪パ キ スタ ン≫

冬期プロー ド・ ピーク登頂

K2(8,61l m)の 冬期初登頂を目指している

国際隊 (ア ンジェイ・ザヴァダ隊長 ら30名)は、

3月 7日 、マチェイ・ベルカ隊員 (ポ ーランド)

がブロー ド・ ピーク (8,047m)の 登頂に 6日 成功

したことを明らかにした。

カラコルム山脈での冬期 8,000m峰登頂は初めて。

尚、同隊のK2登山の方は、秒速40メ ートル近

い強風と零下50度の厳寒に阻まれ、進展がなかっ

たと伝えられている。

『上昇するヒマラヤ』刊行

世界の屋根 ヒマラヤはいつ、どのようにして高

くなったのか。地球上で最大規模の起伏運動であ

るヒマラヤ山脈の隆起上昇の過程を 8年間にわた

って大がかりな調査・研究を続けてきた文部省海

外学術調査「ネパールヒマラヤ地殻変動の研究」

班 (代表、木崎甲子郎・琉球大理学部教授)は「ヒ

マラヤは 2千万年前に隆起を開始。初めは徐々に

ゆっくりだったが、70万年前から急上昇、現在も

進行中」とのプロセスを解明。最近の上昇は年間

10ミ リにも達するデーターも得たと云われる。 こ

れ らを集大成 した報告書が、『上昇するヒマラヤ』

(築地書館)と してこのほど刊行された。

調査結果によると、まず、新生代第二紀初め (

約 4千 5百万年前)に インド亜大陸とユーラシア

大陸が衝突。中新世初め (約 2千万年前)になっ

て、インド亜大陸の北側の海岸線付近が隆起 し始

めた。徐々に、ゆっくりと上昇し、その隆起は次

東京 集 会 の お知 らせ

4月 の東京集会は下記の通り開催致 します。

日 時 4月 25日 (月 )午後 7時～

場 所 HAJル ーム
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第に南方にも波及 してい く。そして、第 4紀申期

(約70万年前)以後はシフリク山地などのヒマラ

ヤ前線山地の隆起も伴って急激になったと云う。

また、上昇スピー ドは 2百万年前一百万年前は

年間 3～ 4ミ リ、その後、現在にかけて10ミ リと

云うデータも得た。これは中国国家地震局が過去

30年間の全土精密水準測量の結果、 ヒマラヤ山脈

北側のチベット高原南端部は年平均10ミ リの速さ

で隆起 しているとの最新データとも一致。ヒマラ

ヤは現在も上昇を続けていることを示 していた。

ヒマラヤ山脈は、大陸が衝突して誕生 したこと

は判っているが、どうしてこれはど高くなったの

か、いつどのようなプロセスで上昇 したのか、は

っきりしておらず、その上、同山脈は長大で起伏

の大きな地域であるためにこれまで山脈形成を探

る総合的な科学調査がなかった。

同研究班は、「ヒマラヤの上昇」にテーマを絞

り、同地域での地質研究に実績のある北海道や東

京都立、京都、和歌山、島根、広島、琉球の七大

学から地質学、地形学、測量学の専門家15人にネ

パール地質鉱山局のスタッフや大学院生が加わっ

て編成。55年度から三期に分けて、ネパール中部、

東部、西部の三地域で ヒマラヤ山脈を南北に横断

する河谷域を集中的に現地調査 した。

ヒマラヤ山中での水準測量をはじめ、山が隆起

する際に削られ、たい積 した土砂の状況、古地磁

気や活断層調査などにより、数千万年前から現在

に至る多くの地殻変動のデータを入手。ヒマラヤ

山脈基盤の地質構造は古い化石の多い北側のテー

チスたい積物帯から南へ 3つの地質区分があり、

南のシワリクたい積物帯は急上昇 した際のものと

判り、これらを総合 し山脈形成の全体像が明らか

になった。

A4変形判 240ペ ージ 築地書館

定価 12,500円 (但 し、'88年 4月 末までは特別

定価 9,700円 )



1987年パキスタン登山隊

パキスタン観光省の発表によると、1987年にパ

キスタンを訪れた外国登山隊の概要は以下の通 り

である。

先ず、外国隊への登山許可であるが、昨年は申

請のあった60隊に許可を交付したが、その内11隊

は登山隊側の事情により計画をキャンセルした。

15ケ国から47隊の登山隊がパキスタンを訪れ、

49の ピークに挑んだが、登頂に成功 したのはその

内15隊だけであった。このところ毎年賑わいを見

せていたK2は登頂者がゼロと云う結果に終わっ

た。パキスタンを訪れた外国人登山者の総数は、

317人で、前年比で約 100名の減少となった。

一方、遭難事故の方はこれまでで最 も少ない 3

件であった。然 し、残念ながらこの内 2件の事故

はK2と キンヤン oキ ッシュの日本隊で起 こった

ものである。

登山隊からの ロイヤ リティー収入の総額 は、

1,816,375ル ピーで、前年比で約30万 ルピーの減

収となった。

国別の登山隊は、次の通 りで あ る。

国    名 登山隊数 登山者数 ピーク数

1.日  本

2.フ ランス

3.ス ペ イン

4イ ギ リス

5.西 ドイツ

6.イ タ l'ア

7.ア メ リカ

8.ユ ーゴス ラビア

9オ ース トリア

10.ス イス

11ニ ュージーラン ド

12.メ キ シヨ

13.ノ ルウェー

14.ル クセ ンブルグ

15.韓 国

8

7

6

5

4

3

3

2

2

2

1

1

1

1

1

49

45

51

30

21

25

16

18

16

9

16

8

6

5

2

7

7

6

6

4

3

3

3

2

2

1

1

1

1

1

言十 47隊 317人 49山

1987年パキスタン登山隊一覧
山 名 高 度 国 (隊 )名 隊   長   名 隊員数 期   間 結果

1.K2(南 東稜 )

2.″ (南 壁 )

3.〃 (南東稜)

4 ″ (南 稜 )

5.″ (南東稜 )

6 ″ (南 壁)

7.ガ ッシャー・ブルム I峰

8.   ″  (南 壁 )

9    ″  (北 稜 )

10           ″

11.ガ ッシャー・ ブルムⅡ峰

12.      ″

13.     ″

8,611

8,068

8,035

高山研究所

スイス

フランス

アメ リカ

東洋大学合同隊

スペイン

メキシコ

カトマンズクラブ

ニュージーランド

スペイ ン

アメ リカ

イギ リス

西 ドイツ

遠藤晴行

Jean Troillet

RIolland Martine

Doug Scott

大滝憲司郎

Alberto Posada AlonsO

OctaⅥ o H ecbr Cammcho

常陸民生

Robert Edwin Hall

Juan lgnacio Lorente

Malachi 4ヽiller

Roger Payne

Seym Hansl―Ienning

9

4

6

7

16

17

13

2

16

6

5

9

7

4/20～ 120日

5/15～ 120日

5/20^‐ 120日

6/15～ 120日

6/20^‐ 120日

7/1～ 120日

4/1～ 90日

4/25～  90日

5/25～  90日

6/15～  90日

5/1～ 90日

G.Ⅳ は×

6/1～ 90日

中止

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○
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山 名 高 度 国 (隊 )名 隊   長   名 隊員数 期   間 結果

14.ガッシャー・ブレムⅡ峰 (東稜 )

15.  ″  (南 西壁 )

16.  ″   (南 壁 )

17ブ ロー ド・ ピーク

18.  ″  (南 西壁 )

19.  ″   (北 稜 )

20.  ″   (西 壁 )

21.  ″  (中 央峰 )

22.  ″  (南 西壁 )

23.  〃   (西 壁 )

24.  ″  (南 西稜 )

25.  ″  (中 央峰 )

26.バ ル トロ・ カ ンリ

27 チ ョゴ リ‐ザ

28.ラ トック 1峰

29.ラ トック Ⅱ峰

30.ム スターグ・ タヮー

31.       ″

32.ト ランゴ 。タワー

33.       ″

34.バ イ ンタ 。ブラック

35.        ″

36.ラ カポシ

37.    ″

38.    ″

39.    〃

40.ソ スプン・ プラック

41.キ ンヤ ン・ キ ッシュ

42.卜 l'ヴ ォール

43.ヒ スパ ー・ ムスターグ

44.バ ツー ラ

45.パスー

46スパ ンティック

47シ ャーハ ン・ ドック

48ナ ンガパルバット(南面 )

49.        ″

50.   ″   (西 面 )

51.   ″  (南 西稜 )

52.   ″   (西 面 )

|

153.   ″   (南 面)

154.   ″   (西 面)

8,035

8,047

8,016

8.047

8,016

7,312

7,665

7,150

7,145

7,273

6,251

7,285

7,788

6,415

7,852

7,728

7,342

7,785

7,284

7,027

6,320

8,125

フランス

ルクセ ンブルグ

スペ イン

スイス

ユーゴス ラビア

イギ リス

フ ランス

メキシコ

ノルウェイ

イタ l,ア

フランス

スペイン

ニュージーランド

フランス

フ ランス

イギ リス

韓 国

アメ |,カ

ユ ーゴスラビア

スイス・ 仏合同

アメ リカ

イギ リス

明治大学隊

西 ドイツ

ユーゴスラビア

スイス

アメ リカ

サ ンナ ビキ同人

アメ リカ

西 ドイツ

オース トリア

イタ リア

イギ リス

日本 S・ D隊

オース トラリア

イタ リア

スペイン

アメ リカ

スビダーニェ同人

アウト・ ドアー隊

スペイン

Claude Jager

Berger Eugene

ⅣIanuel Amat Casti1lo

B runnO HOnegger

Slavk。  (3ankar

Ⅳlark Edward Hallam

Louis Brabet

AntOniO Rainon Cartes

Ragnhild Arrlunden

4ヽario Carrara

Pierre l′fazeaud

JOsef Estruch

RObert Edwin Hall

J.E.Henault

Terry Laurent

JOhn Edward HOward

MyeOng― Ju Lee

4ヽichael M.Covington

Siavko Cankar

Stephane Schaffter

Eric Brnad

Duncan R Tunstall

山本宗彦

IIubert Blecher

Radovic lgor

Werner Fux

TOmb Kimbrell

岡本正人

Felix :Knauth

Gunter Schulz

Kubick Theodor

DOmenicO Dal Molin

A.V Sunders

本多勝一

James Van Gelder

AgastinO E)a POlenza

Javier BermejO Garde

Bernard iHerse

坂原忠清

玉田 仁

SantiagO Arripes Perez

13

5

5

5

5

4

7

8

6

10

5

6

20

6

3

4

2

11

5

5

5

4

3

5

12

4

6

6

4

4

7

10

6

8

9

10

4

4

7

4

13

7/1～  90日

7/5～  901ヨ

8/1～  90日

5/1～ 90日

5/10～  90日

6/1～  90日

6/1～  90日

6/3～  90日
|

6/10～  90日
|

7/1～  90日
|

7/1～  90日
|

7/20～  90日
|

Glと 継続中止 |

7/11～  90日
|

6/25～  90日
|

5/25～  90日
|

7/20～  90[]|

8/1～ 90日
|

(BrOadと 継続)|

5/15～  90日
|

5/15～  90日
|

7/1～ 90日 |

15/15～  60日 |

16/1～  60日

16/15～  60日

17/1～  60日

14/1～ 90日

15/1～ 90日

16/6～ 90日

16/14～ 90日

6/15～ 90日

7/20～  90日

8/1～ 90日

7/7～ 90日

4/1～ 60日

5/1～ 60日

7/15～  60日

7/20^‐  60[ヨ

8/1～ 60日

8/1～  60日

中止

×

○

○

×

×

×

中止

○

○

中止

中止

×

×

×

中止

中止

中止

×

×.

×

○

×

中止

○

×

×

○

×

○
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×

○

○

×

×

×

×

×



山 名 高 度 国 (隊 )名 隊   長   名 隊員数 期  間 結果

55イ ス トル・ オ・ ナール

56.          ″

57.ウ ドレン・ ゾム

58.無 名峰

59.ト リポポア ン

7,403

7,398

7,108

6,240

6,106

イタ リア

西 ドイツ

オ ース トリア

イギ リス

オース トリア

Livio Vishtini

Fendt Alfred

Marcus Schmuch

Gary Murton

Harry Grun

7

5

10

7

9

7/20´ヽ́ 90日

8/10～ 90日

7/17～ 90日

7/21～  90日

6/1″- 90日

○

中 止

×

×

○

1988年パキスタン登山隊一覧
山 名 高 度 国 (隊 )名 隊   長   名 隊員数 期  間

1.K2(南 稜 )

2.″ (南 西稜)

3.″ (南東稜)

4.″ (″ )

5.ガ ッシャー・ ブルム 1峰

(南東稜)

6.   ″   (南 西稜)

7.    ″   (北  壁)

8     ″   (南 西稜)

9    ″   (北  壁 )

10.          ″

27.チ リン西峰

28.マ ッシャープルム隣接峰

29パ イユ

30.ト ランゴ・ タヮー

111.ガ ッシャー・ ブルムⅡ峰

(南 壁 )

12.   ″   (南  壁)

13.   ″   (東  稜 )

14.   ″   (東  稜)

15.   ″   (南 西稜 )

16      ″ (サ ウス・スパー)

17.      ″

18.      ″

19ブロード・ ピーク (西  稜 )

20.        ″

21.   ″   (西  稜 )

22.   ″    (西  稜 )

23.   ″    (南 西壁)

24ガ ッシャー・ ブルム皿峰

25ガ ッシャー・ ブルムⅣ峰

26.シ ア・ カンリ

8,611

8,068

8,035

8.047

7,952

7,925

7,422

7,025

7,200

6,601

6,257

アメ リカ

ユーゴスラビア

アメ リカ

スペイン

チェコスロバ キア

フランス

オランダ

スイス

女子登攀 クラブ

フランス

フランス

HAJ

昭和山岳会

フランス

ベルギー

韓 国

富山県岳連

ベルギー

イギ リス

フランス

横浜山岳会

イタ リア

オース トl,ア

ユーゴスラビア

メキシコ

アメ リカ

アメ リカ

フランス

ベルギー

オース トリァ

Stephen J. Boyer

Tomaz Jamnik

Roger Marshall

Jordi Magrina Guell

Robart Galfy

George Hermosillo

Ethan Vanmatre

Gary N. Speer

Boyer Jean Pierre

Vanhees Jan Puttekomheide

Marcus Schmuc k

Bernard Muller

Ronald Naar

Max Eiselin

橋本 しを り

Fedele Jean Pierre Les

IIlerve Sachetat

飛田和夫

酒井国光

Yves Astier

JaCques Collaer

Sim Euy Sup

佐伯尚幸

Vianhees Jan Puttekomheide

David Roy Lampard

B00rgeon Christian

亀井 正

Zanoti AugustO

RObert iRenzler

lgor Jamnikar Koroska

4

15

10

7

25

8

10

11

20

20

20

8

9

8

7

8

13

6

11

13

16

4

11

6

12

10

12

5/10～ 120日

5/30～ 120日

6/1～ 120日

6/30～ 120日

4/30～  90日

5/1～ 90日

5/15～ 90日

5/20～ 90日

7/1～ 90日

7/15～  90日

4/20～ 90日

5/9～ 90日

5/15～ 90日

5/31～ 90日

6/15～ 90日

6/26～  90日

7/10～ 90日

9/16～ 90日

5/1～ 90日

7/15～ 90日

5/15～ 90日

6/1～ 90日

6/15～ 90日

7/1～ 60日

5/1～ 90日

7/1～ 90日

5/31～ 90日

7/10～ 60日

7/1～ 60日

5/1～ 60日
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山 名 高 度 国 (隊 )名 隊   長   名 隊員数 期   間

31.ト ランゴ・ タヮー

32.   ″    (南  壁 )

33_        ″

34.         ″

35.ネ ーム レス・ タヮー

36.ビ アフォ・ タワー

37.キ ンヤ ン 。キ ッシュ

38.プ マ l,● チ ツシ ユ

39.ユ クシン・ ガルダン・ サール

40.ル プガル ●サール

41.デ ィステギル・ サール

42.         ″

43.ビ アーレ

44.ス パ ンテ ィーク

45.バ インター・ プラック

46.ラ トックⅢ   (南 西壁 )

47.バ ツーラ 1

48P.6855(バ ツーラ)

49ラ カポシ    (西  稜 )

50.ハ ラモシュ

51.シ ャハー ン・ ドック

52.ラ キオ ト・ ピーク

53.チ ョンラ 。ピーク

54.ナ ンガ・ パ ルバ ット (西面 )

55.        ″         ( ″ )

56.   ″    (北 面 )

57.   ″    (南 面 )

58    ″    (西 面 )

59.   ″    (南 面 )

60.   ″    (西 面 )

61.   ″    (西 面 )

62.   ″    (南 面 )

63.   ″    (南 面 )

6.251

6,159

6,083

7,852

7,350

7,530

7,200

7,885

6,730

7,027

7,287

6,860

7,785

6,885

7,788

7,400

6.320

7,070

6,836

8,125

カナダ

スイス・ポーランド

スイス

登攀クラブ蒼氷

西 ドイツ

イタリア

イギリス

フランス

パ・ 伊合同

秋田県岳連

東京都庁山岳部

西 ドイツ

イギリス

西 ドイツ

西 ドイツ

ィタリア

ポーランド

大阪歯科大

アメリカ

ポーランド

日本 S・ D隊

韓 国

イギリス

西 ドイツ

スイス

イタリア

カナダ

高山研究所

登歩渓流会

西 ドイツ

韓 国

アメ リカ

ポーランド

Wood Vヽo rth

Ersard Iズ )retan

Sherrer Philippe

丸藤正晴

Heran IIartmut

(310rdani フヽ〔aurizio

Andrew Wing Field

Kelle Jaoques

Arturo Bergamaschi

丸山芳雄

後藤 純

IIerbert 
′
I｀schochner

Mike Searle

Herrn l― Ierbert Streibel

Dieter Elsner

4ヽarcO IF｀O rcatura

PiOtr 4ヽotecki

河合峰雄

JOhn iEb(Jeb)Schenck

Janusz Baranek Gliwice

本多勝一

Won I)eshik

′
「

OFn Middleto n

Heinrich Koch

Dupre Christian

AIno Giambisi Strada

Barry Kenneth

遠藤晴行

粕川要治 (中止)

E.Gundelach

ll Hwan
′
I｀hOmas S. Mereness

NIaciej Berbeka

10

4

7

12

8

5

15

7

5

8

9

20

5

4

12

9

7

12

6

7

5

6

6

9

5

7

7

7

10

12

22

5/ls- 60E

6/1- 608

6 /15- 60 E

7/2- 608

8/15- 608

5/4- 608

6/l - 608

7/8- 608

6 /25- 60A

6 /25- 60A

5 /20- 608

7/1- 608

6/15- 60E

6 /19- 60 E

7/1- 608

5/15- 605

5 /23- 608

6/16- 608

5 /24- 608

6 /12- 608

7 /15- 60A

5/1- 608

9/3- 60E

5/1 - 608

5/1s- 608

s /20- 608

6/1- 608

6/1- 60s

6/15- 608

6/18- 668

7 /15- 608

8 /21- 608

11E-3E
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ソ連 山旅 へ の誘い

パ ミール、カフカス、チムブラク、アルタイ

1988年国際登山キャンプ実施要項

ソ連 スポーツ委員会

V/O ttSOVINTERSPORT"

ソ連国際登山キャンプ (The USSR hternationa!Mountaineering Camps)は 、色々な国の登山愛好

家を対象として、ソビエ ト連邦国内の最も美 しい地方への訪間と、パミール (Pam irs)や カフカス(Kavkaz)、

アルタイ (A!tai)な どへの高峰登山の機会を提供いたします。

この国際キャンプに参加されますと、ソ連の最も美 しい場所を訪れて山登 りをし、またソビエ トの異な

った地方民族と出会い、その生活文化に触れることもできましよう。

″
パミール

″
キャンプ

参加者 はパ ミールヘの行きと帰 りに 2～ 3日 、

モスクワに滞在 していただきます。モスクワか ら

は快適な飛行機で オー シ(Osh)へ飛び、そこか ら

レーニン峰山麓にあるアチク・ タシ (Achlk―Tash)

谷の BCま でバスで入 ります。

このキャンプには次の 3つのコースが設定 され

ています。

<コ ース 1>― ttア
チ ク・ タシ"キ ャンプ

ァチク・ タシBc(3,700m)か らレーニン峰 (Le―

nin/7,143m)と 、第19回 CPSU大 会記念峰など、

ザアライ (Zaalai)山域の 5,000～ 6.000m峰 に登

れます。

7月 4日 モスクワ集合～ 7月 28日 解散、または

7月 29日 モスクワ集合 ～ 8月 22日 解散の各25日 間。

費用は 890ル ーブル。

<コ ース 2>一 t'フ
ォルタンベック(Fortambek)"

キ ャンプ

フォルタンベ ックBC(4,000m)よ り、通常ル

ー トか らの コ ミュニズム峰 (Communism/7,495

m)や、 E.ア バ ラーコフ峰 (E.Abalakov)、 スロ

ェフ峰 (Sdoev)な ど、 ピョー トル (Peter)山 脈の

峰々に登れます。

7月 10日 モスクワ集合 ～ 8月 8日 解散、または

7月 12日 モスクワ集合 ～ 8月 10日 解散の各30日 間。

いざな

費用は 1,125ル ーブル。

<コ ース 3>― t(モスクビン(MoskⅥ na)"キ ャンプ

モスクビンBC(4,200m)よ り、ヴァリエーショ

ン・ルートからのコミュニズム峰、コルジェネフスカ

ヤ峰 (Korzhenevskala/7,105m)登 山ができます。

7月 6日 モスクワ集合～ 8月 4日 解散、または

7月 8日 モスクワ集合～ 8月 6日 解散の各30日 間。

費用は 1,250ル ーブル。

パ ミールで登山をおこなうには、特に上記のコ

ース 2お よび 3を実施するには、卓越 した体力と

十分な登山経験が必要とされます。

〃
コーカサスー夏

″
キャンプ

プ リュールブルース (Prielbr“ )地方での全24

日間の 日程で、 2つ の期間が設定 されています。

クライマーは、 ウシバ峰 (UZhba)や シ′` リダ峰

(Shkhelda)、  チャティン峰 (Chatyn)、  ウル ●夕

ウ 。チャナ峰 (lllu― Tau― Chana)、 ドングス・オ

ル ン峰 (Doug膨 ―Orun)な ど名の知 られた峰 々へ

の各 ルー トをは じめ、易 しいものか ら難 しいもの

まで、様 々なルー トを採ることがで きます。最 も

興味深 いのはヨーロッパの最高峰 エ リブルース山

(Mt.Elbr“ /5,642m)登山で しょう。

ハ イキングゃバ ック・パ ッキ ングに来 られる皆

様 には、大 カフカス山脈のい くつ もの峠を辿 って、

プ リュールブルース地方の美 しい 自然 は もちろん、
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アチク・ タシBCか ら見 るレー ニン峰  (PHOTO:S.HAYASH:JIRI)
▼ Mt.Lenin(7,134m)viewed from basecamp eAchik― Tash"

スワネティ(Svanetia)谷やアデュ・スウ(Adyr― Su)

谷、アディル・スウ(Adyl―Su)谷 など、魅惑的な

グルジア (Grttiya/Georgia)地 方の山旅 も楽しん

でいただけます。

7月 2日 モスクヮ集合～ 7月 25日解散、または

7月 22日 モスクワ集合～ 8月 14日 解散の各24日 間。

費用は 1,108ル ーブル。

″
コー カサス ー冬

″
キ ャンプ

5月 3日 モスクワ集合～5月 19日 解散の17日 間。

費用は 825ル ーブル。

″
コーカサス ー秋

″
キ ャンプ

カフカスの秋は一般的に天候が安定 しており、

登山や トレッキングの範囲がひろがります。すべ

ての峠は通行可能となりますし、山はどのルート

か らも登れるで しょう。

8月 31日 モスクワ集合～ 9月 16日 解散の17日 間。

費用は 825ル ーブル。

″
アルタイ

″
キャンプ

アルタイ山脈の最高峰ベルーハ山 (Mt.Belukha

/4,506m)や周辺の山への登山、タイガの峠を越

えて周辺の谷を巡 るバ ック 。パ ッキ ング旅行など

ができます。 モスクワか ら飛行機 で バ ルナ ウル

(Barnaul)へ 飛び、そこか らローカル機でウス・

コクサ (Ust― Koksa)へ、さらにヘリコプターでべ

ルーハ山北面に源を発するアッケム (Akkem)渓

谷のBCに入ります。

7月 25日 モスクワ集合～ 8月 17日 解散の24日 間。

費用は 920ルーブル。

この期間中にクライ ミングの対象としてアルタ

イ山中で最も面白いシャフラ(Shavla)山域へ行

くこともできます。 シャフラ山域の代表的な峰と

してはスカズカ (Skazka/3,500m)と クラサフィサ

(Krasavitsa/3,700m)があり、 ともに岩 と ミッ

クスのすばらしいルー トをもっています。移動は

ヘ リコプターで行います。 この場合の追加費用は

技術的に易しいエリブルース山やグマチ峰(Gu―

machi)へ の通常ルー トの他、ナクデ・タウ峰(Na―

kra―Tau)や ドングス・ ォルン峰、 シヘ リダ峰、

シュロフスキー峰(Shurovski)な どへのいくつか

のヴァリエーション・ ルー トも登れます。冬期登

山のためにオープンされているのはバクサン(BakS~

an)谷 か らのルー トのみです。山岳スキーヤーは

エルブルース山からのスキー滑降もできます。ま

たチュジェ(Cheget)に は リフト設備があります。

2月 16日 モスクワ集合～ 3月 3日 解散、または

3月 3日 モスクワ集合～ 3月 19日 解散の各17日 間。

費用は 825ルーブル。

″
コー カサス ー春

″
キ ャンプ

春はエリブルース山からのスキー滑降には最も

良い季節です。この時期にはプリュールブルース

地方で山岳スキー・キャンプを設定することもで

きます。エリブルース山、グマチ峰、ナクラ・タ

ウ峰、 ドングン・オルン峰、シヘ リダ峰、シュロ

フスキー峰などへのスキー登山が可能です。
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フォルタンペ ックBCか ら見るモスクワ峰
(6,785 m) viewed from basecamp "Fortambek" (PHOTO : S. HAYASHIJIRI)

125ル ーブルです。 費用は 945ル ーブル。

▼ Mt.

″
チムプラクー冬

″
キャンプ

この山域にはモロジョシナヤ峰(Molo街 ozhna―

ia)や ポグレベーッキー峰 (Pogrebetsky)、 イグル

イ・テュク・スウ峰 (Igly― Tylk―su)、  ァバィ峰

(Ab劉 )な ど、 4,000～ 4,300mの 比較的易 しい山

があり、ルー トによってはスキー登山もできます。

また、スキーを使って周辺の谷へのバ ック・パ ッ

キング旅行 も可能です。

チムブラク渓谷はソビエ ト連邦カザフ共和国の

首都アルマ ●アタ(Alma―Ata)か ら25kmの 距離に

位置 し、ザイ リ・アラ・ タウ (Zailij― Ala― Tau)

山脈 (=天山山脈)の 支脈山中にあります。マー

ラヤ・ ァルマーティンカ(Malaia Almaatinka)

川畔の標高 2,2oo mに ある リフ ト発着所の建物が

ホテルになっています。 このキ ャンプでは大いに

スキーを楽 しんで ください。 2人乗 りのチェァー

・ リフ トが利用できます。

3月 18日 モスクワ集合～ 4月 4日 解散の18日 間。

費用は 945ル ープル。

〃
チムプラクー夏

″
キャンプ

マロアルマーティンスコヘ (Maloalmaatinsko―

ie)谷 には素晴 らしい山が沢山あります 。存分に

登山を楽 しんで ください。 4,000～ 4,300mの 頂

へは、易 しい ものから難 しい ものまで、 ミックス

はもちろん岩 のルー トもあ ります。

8月 29日 モスクワ集合 ～ 9月 14日 解散の 17日 間。

申 し込 み 要 項

山からの下降にパラシュートやハ ンググライダ

ーなどを使用することはお勧めできません。

参加者はソ連スポーツ委員会が発行する招待状

に従 ってソ連へのエントリー・ブィサを取得 しな

ければなりません。このエントリー・ ヴィザには

ソ連国内での移動ルー トが表示されます。委員会

の案内状に記された入国日、出国 日は厳守 して く

ださい。申請書は要項に従い以下の事項を明記 し

て郵送 してください。

1.母体となる山岳会名または使用する旅行代理店

名、 リーダーの氏名と住所

2.参 加キャンプ名と番号、期間

3.目 標の山とルー ト (予定として)

4.参加者の数

5.全参加者の氏名、性別、住所、生年月日、パス

ポート番号、国籍

申請先住所 :USSR,121069 MoscoL

Bolishoi Rzhevski perel■ 10k,5,

V/0て(SovinterspOrt''

テ レックス :411578 PIK SU SOVINTERSPORT

SOVALPTOUR

電話    :2916926
テレファックス :2906497

(訳 :吉田憲司 )

-21-

,   ●

ヽ
・

ヽ
鮮

・
ギ

年
ご

饒



___出 ヽ

最近イギリスの地学協会とエベレス ト財団が作

成 した「THE MOUTAINS OF CENTRAL A
SIA」 という1:3,000,000の 地図が届いた。この地

図は、東は中国四川省の雪宝頂から西はヒンズー

・クシュのティリッチ・ ミールやパ ミールのコミ

ュニズムまで、南はヒマラヤ山脈、北は天山山脈

までを含めた 118m× 82.5 cmの 大きさで、標高を

6色を使って表現 し、湖は水色で表わされており、

標高はメートル表示でとても見やす く、ヒマラヤ

を目指す岳人にとっては、貴重な資料となるだろう。

採用されている標高については、8,000m峰 な

どについては最近の数値であるが、中国々内の山

々の標高については疑間も多い。

例えば最近の中国側の発表では、ナムチャバル

ワについては 7,782mと なっているが、この地図

は7,651mを採用 しており231mも 低 くなっている

し、1985年 に既に登頂されたナムナニは7,694m

と発表されているのに7,739mを 採用している。

又、チベットのチャンタン高原の山々には、別表

のように数多くの6,900m近い高峰が出現し、チベ

ットに7,000m峰が 2座出現した。

標高については、実際に登山対象として考える

場合は重要な問題だ。特に7,000m台の未踏峰が少

くなった今日、当然 6,000m台が注目されてくる。

ところが、チャンタン高原のように高原自体の標

高が 4,500m～ 5,000m台 もある場所では、6,300m

の山と6,900mの山では、登山対象としての興味

は相当に変わって くる。

一例を上げるとこの地図が6,815mの 標高を与え

ているチャンタン高原の山がある。私はこの山を

1984年夏にナムナニ、カン・ リンポチェ偵察の折

に見ることが出来た。チャンタン高原南部の措勤

枚 の 地 図

山森 欣―

から改則に向かう途中にあり、連絡官が持参した

100百分の一の地図 (1977年の資料が基本になっ

ている)に は「夏康堅」の名前が付けられており、

数座の5,000m～6,000m峰 があるのだが、その最

高峰には、6,822mの 数値があった。たまたまこの

山を真近かに望む場所で、故障した トラックが道

を防いでいたため 1時間程時間待ちする破目にな

り、この山を充分に観察 した。標高はとても6,800

mは なく、精々6,300m台であろうとみた。 (ヒ マ

ラヤ 156号参照)

この地図のチャンタン高原における6,900m級

の山々や 7,01l m峰 については、標高を充分検討

する必要がありそうだ。

ナムチャバルワの北に連 らなるニェンチェンタ

ングラ山脈に 7,353mの 標高を与えられた山があ

る。この山はサルウィン河の源流近 く其曲の源頭

にあるが、この付近一帯は、ラサヘの飛行路線上

にあり度々眼下に高峰群を見る機会があったが、

7,353mは 高か過ぎるが、 7,000m近い高度はあ

りそうである。

この地図の山名についても多少問題がある。例

えばェベレス トは、既に中国がチ ョモランマ、ネ

パールがサガルマータと発表しているのだから、

()書位いはすべきだし、ナムナニをグルラマン

ダータとし、カン・ リンポチェをカイラスとしな

いなどの不統一も見られる。

地図を見てヒマラヤのことをあれこれ考える時

間は楽しいものである。それがカラー刷りであれ

ばいやが上にも気分は昂揚する。 この地図をもと

に多くの岳人が中央アジアの山や高原を訪れるこ

とを期待 したい。
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MCAと その他地図 との対比表

MCA=THE MOUNTAINS OF CENTRAL ASIA 青蔵高原=青蔵高原地図、 中国科学院地理研究所編
制 300万 分の 1 1979年 12月 第一版 地理集=中国自然地理図集、中国地図出版社編、1984年 6月 第一版
JNC L37=JET NAVIGATION CHART 200万 分の 1

M   C   A 青 蔵 高 原 地 理 集 JNC 37
備   考

名山 標高 山  名 標高 山  名 標高 Feet m

チ

ン`ミ

ツ

ト

自

治

区

NAMJAGBARWA

JIALABAILI FENG

KANGTO

KULA KANGRI

QUNGMOGANGZE
NYAINQENTANGLHA

CHOMOL HARI

LOINBO KANGRI

MAYER KANGRI

QONG MUZTAG
MUZTAG FENG
ZANCSER KANGRI

PUROG KANGRI

m
7,651

7,151

6,840

7′353

7,090

7,554

7,223

7,162

7,314

7,093

7,120

7,011

6,978

6,973

6,950

6,943

6,932

6,929

6,725

6,815

南迦巴瓦峰

康格多山峰

庫拉向日

宇金抗沙峰

究母向峰

念青唐古拉峰

璃依向日

涼木孜塔格

木孜塔格

蔵色向日

普若向日

6,956

7,060

7,538

7,191

7,048

7,162

7,095

6,903

6,266

6,962

6,973

6.460

6,670

7,756

6,482

南迦巴瓦峰

康格多山

庫拉向日峰

馬依向日

疎木孜塔格

木孜塔格峰

蔵色開日

念青唐古拉峰

冷布開日

迭日尤

普若関日

7,060

7,538

m
7,756

7,111

7,095

6,266

6,962

6,973

6.460

6,282

6.278

24,120

23,260

24,440

22,300

20,140

22,920

23,997

21,250

22,780

23,000

23,160

23,370

22,800

22,780

20,800

22,730

20,870

20,800

7,351.7

7,089.6

7,449.3

6,797.0

6,138.6

6,986.0

7,314.2

6,477.0

6,943.3

7,010.4

7,059.1

7,123.1

6′ 949.4

6′943.3

6,399.8

6′928.1

6,361.7

6,339.8

最近の中国発表
7,782111

1986年 I劉初登頂

阿礼氷河 6,610m
若尼峰

其曲源頭
1988年同志社大_

初登頂
1986年神戸大

初登頂
西弓盤撃場登頂

1986年東北大
初登頂

1986年初登頂

展金氷河源頭
5,506nll

GOMORI
(文木日)の南東

SERU KANGRI
(色烏向日)北

夏康堅山

四

川

省

XUEBAO DING

GONGGA SHAN

CHOL A SIIAN

5,614

6.599

7,556

6,141

6.010

6,063

貢嘔山

雀几山

7,556

6,168

雪宝頂

四姑娘山

貢嘱山

雀几山

薩内日

5,588

6,250

7,556

6,168

6,032

19,750

21,650

24,535

20,149

19,720

19,890

6,019.8

6′ 598.9

7,478.2

6′ 141.4

6′ 010.6

6′062.4

1986年 HAI初登頂

1981年同志社大
初登頂

格 豪 6,204m

E重

南

MOIRIGKAWAGARBO

YULONG XUESHAN

6,809

5,730

梅里雪山 6,740

5,596

梅里雪山

玉力雪山

6,740

5,596

20,590

18,880

6,275,8

5,754.6

甘

粛

QILIAN SHAN
DAXUE SHAN

5,650

6.150

祁連山 5,541 祁連山

大雪山

5,547

5,483

18,180

18,150

5,541.2

5,532.1

1985年初登頂

目

海

省

MAQEN GANGRI

ALTUN SHAN

BUKA DABAN FENG

GELADAIND00NG

6.282

6,025

6.860

6.525

薦卿向日 6,282

6,860

6,621

薦卿向日

阿示金山

布喀込坂峰

各拉丹冬

6,282

5,798

6,860

6,621

20,030

19,770

21,410

6,105.1

6,025.8

6′525.7

アムネマチ ン

新青峰 6,860m

1985年初登頂

(注 )
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■寸 感■

先日、「黒部雪山」と云 う本の出版記念会が催

された。酒井国光さんの私家版本である。

15年 もの星霜を重さねて雪の黒部を越えて跛渉

した記録の数々は、重厚な内容でズシリとくる。

ひたすら登 り続け、そ して書き記 し、それを活

字とする。将に文武両道の岳人とは氏のような方

を差すのであろう。

アラスカ、中国、カラコルムと海外の高峰登山

を実践 しながらも、常に日本の山を忘れずに登り

続けられる氏の登山姿勢には誠に敬服させ られる。

高度経済成長、円高と云った経済環境の中で、

ヒマラヤは一層身近なものになり、誰 もが出かけ

られる良き時代となった。そんな時代にヒマラヤ

ヘ出かけて帰 ってくると日木の山から足が遠退い

て しまう輩が安外多い。

日本の山にアルプスや ヒマラヤを求めるのでは

なく、日本の山には日本の山の良さを見い出 して、

ヒマラヤの彼方にある己れの日本の山を求めて登

り続けていきたいものである。

氏にして、「30年位登 り続けて漸 く登山者と云

われるような人になりたいものである」と語る。

肝に銘じたいものである。

事 務 誌 (13月 )

6日 (日 )都 岳連・高所順応研究会出席 (山

森 )

事 務 局 か ら

昭和63年度分会費納入のお願い

本会の年会費 (6′ 000円 )は 、前納制となって

おります。昭和63年度分 (昭和63年 4月 1日 ～昭

和64年 3月 31日 )の年会費がまだの方は、速かに

ご納入下さいますようお願いします。

6月 30日 まで納入なき場合は、「 ヒマラヤ」に

「前金切れ」の表示を して督促 しますが、それで

も納入されない場合は、会費が 納入 され るまで

「 ヒマラヤ」の発送を停止させて頂きます。

尚、終身会員制度 もありますので、詳 しくは事

務局迄お問い合わせ下さい。

郵便振替 東京 0-48954 日本ヒマラヤ協会

文部省登山研修所講演 (尾形)

(月 ) 新青峰、リモ峰打ち合わせ

(水)事 務局打ち合わせ (稲田、山森)

(木) リモ峰打ち合わせ

(土) IMF副 総裁M.S.コ ーリー氏 と

リモ隊について協議 (ホ テル・ニ

ューオータニ、尾形 )

ゲニ峰打ち合わせ

(土 )～ 13日 (日 )新 青峰梱包

(月 ) ヒマラヤm197発 送

(火) リモ峰打ち合わせ

(水)新 青峰隊荷三井倉庫渡 し

新青峰、 リモ峰打ち合わせ

(日 ) HAJ盛 岡集会 (山森 )

(月 ) 東京集会 (15名 )

7日

9日

10日

12日

12日

14日

15日

16日

27日

28日

イ ン ドヒマ ラヤの 手 引

改訂版刊行 〃

HAJの 「 イン ドヒマラヤの手 引」は、インド

ヒマ ラヤの トラの巻 と して好評を得てお りますが、

此の程、これ迄 (第二版)の内容を大幅に変えて、

改訂版 として刊行致 しま した。

登 山許可申請か ら遭難事故対策 まで インドヒマ

ラヤのすべてが豊富な実例 と共に盛 り込まれてお

ります。また、付録にはインドヒマ ラヤの解禁峰

一覧、地図、文献索引、登山規則等が あ ります。

B5版  126ペ ージ

(頒  価) 2,500円 (送料 250円 )

(申 込み先) 日本 ヒマラヤ協会事務局まで

日

ヒマラヤ No.198(5月 号 )

昭和63年 4月 10日 印刷  63年 5月 1日 発行

発 行

編 集

発 行

¬「 160

人 遠 藤   登

人 尾 形 好 雄

所 日本 ヒマラヤ協会

東京都新宿区高田馬場 3-23-1
淀橋食糧 ビル 506号
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遠征隊、トレッキング、秘境への旅
―

あらゆる申請・許可取得、現地手配、航空券、山岳保険なよ
お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしま・先

72,デラ″ラ」可【:燿:4産ゴ :響|″ 留5P03‐574‐8880
〒105東 京都港区新橋3-26-3会計ビル4F 三井航空サービス代理店2452号Z久
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トレッキング・登 山隊の許可取得か ら航空券 。現地手配 までお引 き受 けいた します。

～ネパール・イン ド・ ブータン・パキスタン・ 東南アジア・ アフリカ・ 南米～

わ遊薇考
東京本社 〒 101東京都千代 田区神 田神保町 2-2 新世 界 ビル 5階  ● 03(237)1391(代 表 )

大阪営業所〒 541大阪市東区平野町 4-53‐ 3ニ ュー ライフ平野町 202号 室 806〈 202)1391(代 表 )

カ トマ ンズ営業所  JAI HIMAL TREKKING(P)Ltd. P.0. B O X 3017
K A T HIMIA N D Uo NEPAL t'221707

運輸大 臣登録一 般旅 行業 607号

トレッキング・海外登山
シルクロード・秘境旅行
のパイオニア
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ヒマラヤヘ 装備

∫
∫

.ド

○遠征隊の装備、相談にのります。

●登山本店/〒 160東 京都新宿区百人町2丁目2番 3号 803(208)6601～ 3

●大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町2丁目123番 地●0486(41)5707

●水道橋登山店/〒 101東 京都千代田区三崎町2丁 目8番14号803(264)5575～ 6

0神田登山店/〒 101東 京都千代田区神田神保町1丁 目8番地●03(295)0622

●新宿西日店/〒 160東 京都新宿区新宿1丁 目16番 7号●03(346)0301代 )

●高崎店/〒 370群馬県高崎市新町6番地80273(27)2397代
)

●札幌登山店/〒 060北海道札幌市中央区南二条西4丁目4番8011(222)5305

づひ 五万寡スだ―〃
●新潟店/〒 950新潟県新潟市東大通2丁目5番 1号80252(43)6330

0仙台店/〒 980宮城県仙台市東八番丁107番 地の36号80222(97)2442

0町田ジョルナ店/〒 194東 京都町田市原町田6丁 目6番地14号 80427(26)6248代
)

●フ~ズシヨンプ/〒 160東京都新宿区百人町2丁目2番 43号 803(232)1286

●外商部/〒 160東 京都新宿区大久保2丁 目19番 10号 803(200)7219

0事務所/〒 160東 京都新宿区百人町1丁 目4番 15号 a03(200)1004
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